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ご自分が輝いていたときの
経験を味わってみませんか

新たな あしたが
見えるかもしれません

川窪洋子
女性部委員長

　
政
府
は
少
子
化
を
最
重

要
緊
急
課
題
と
し
異
次
元

少
子
化
対
策
を
打
ち
出
し

た
。
日
公
連
の
「
誰
も
が

安
心
で
き
る
社
会
保
障
制

度
の
構
築
」
は
少
子
化
問

題
解
決
な
く
し
て
、
そ
の

充
実
は
あ
り
得
な
い
の
で

評
価
し
た
い
●
そ
の
施
策

に
は
膨
大
な
財
源
が
必
須

で
あ
る
。
そ
の
一
部
に
社

会
保
障
財
源
か
ら
の
流
用

も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る

が
慎
重
な
財
源
確
保
を
強

く
要
望
し
た
い
●
今
回
の

少
子
化
対
策
の
柱
は
経
済

的
支
援
が
中
核
で
あ
る
。

経
済
的
不
安
か
ら
当
然
の

対
策
で
あ
る
が
「
お
金
」

だ
け
の
支
援
で
は
不
十
分

に
思
わ
れ
る
●
現
在
の
我

が
国
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
差
別
の
解
消
と
多
様
化

の
尊
重
を
目
指
し
て
い
る

が
、子
育
て・家
事
は
「
母

・
女
性
」
の
固
定
観
念
が

女
性
の
自
己
実
現
の
障
害

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
が
社
会
参
加
と
子
育
て

の
両
立
に
不
利
益
を
生

み
、
更
に
非
正
規
勤
務
の

待
遇
が
重
な
り
「
子
ど
も

ど
こ
ろ
で
は
な
い
」
背
景

が
あ
る
●
兄
弟
喧
嘩
で
仲

良
し
絆
の
家
庭
、
子
ど
も

の
声
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
そ

れ
が
許
容
さ
れ
る
社
会
環

境
こ
そ
が
少
子
化
解
消
の

要
諦
と
確
信
す
る
。（

Ｍ
）

　
半
年
か
け
て
入
念
に
準

備
さ
れ
た
全
国
女
性
部
長

会
が
、
２
月
１６
日（
木
）東

京
湯
島
で
開
催
さ
れ
た
。

鴨
下
会
長
は
挨
拶
の
中
で

「
人
は
他
人
の
世
話
を
必

込
み
を
示
し
た
。

　
「
退
公
連
は
地
域
社
会

の
中
に
あ
っ
て
、
退
公
連

が
無
け
れ
ば
地
域
の
人
々

や
若
者
が
困
る
と
い
う
組

織
に
し
よ
う
」
と
小
松
専

務
理
事
は
呼
び
か
け
た
。

　
昨
年
夏
か
ら
女
性
部
で

取
り
組
ん
で
集
計
が
な
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報

告
は
、
女
性
部
の
活
動
を

振
り
返
り
確
認
す
る
時
間

と
な
っ
た
。

　
「
会
員
増
へ
の
積
極
的

な
活
動
と
社
会
貢
献
活
動

の
展
開
」
を
目
指
す
令
和

５
年
度
女
性
部
活
動
推
進

テ
ー
マ
（
案
）
が
女
性
部

川
窪
委
員
長
か
ら
提
案
さ

れ
て
女
性
部
長
会
で
了
承

さ
れ
た
。

　
最
近
の
年
金
制
度
の
動

き
や
、
周
囲
の
状
況
と
令

和
５
年
度
の
日
公
連
の

「
社
会
保
障
制
度
改
革
に

関
す
る
要
望
事
項
（
案
）」

に
つ
い
て
鈴
木
専
門
員
か

ら
説
明
が
あ
り
、
制
度
に

関
す
る
意
識
を
新
た
に
し

た
。

　
女
性
な
ら
で
は
の
き
め

細
か
い
、
具
体
的
で
建
設

　
本
年
１
月
に
総
務
省
か

ら
令
和
４
年
平
均
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
が
公
表

さ
れ
た
。こ
れ
を
踏
ま
え
、

令
和
５
年
度
の
年
金
額
は

法
律
の
規
定
に
よ
り
新
規

裁
定
者（
６７
歳
以
下
の
人
）

は
前
年
度
か
ら
２．２
％
の
引

上
げ
、
国
民
年
金
で
月
額

１
千
４３４
円
、
厚
生
年
金
で

月
額
４
千
８８９
円
増
額
と
な

り
、
既
裁
定
者
（
６８
歳
以

上
の
人
）
は
前
年
度
か
ら

１．９
％
の
引
上
げ
と
な
る
。

「
年
金
額
改
定
の
ル
ー

ル
」

　
年
金
額
の
改
定
は
、
名

目
手
取
り
賃
金
変
動
率
が

物
価
変
動
率
を
上
回
る
場

合
は
、
新
規
裁
定
者
（
６７

歳
以
下
の
人
）
の
年
金
額

は
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
を
、
既
裁
定
者
（
６８
歳

以
上
の
人
）
の
年
金
額
は

物
価
変
動
率
を
用
い
て
改

定
す
る
こ
と
が
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
５
年

度
の
年
金
額
は
、
新
規
裁

定
者
は
令
和
４
年
度
に
比

べ
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
２．８
％
引
く
０．６
％
で
２．２
％

既
裁
定
者
は
物
価
変
動
率

２．５
％
引
く
０．６
％
で
１．９
％
の

増
額
と
な
る
。

（
令
和
５
年
度
の
参
考
資

料
）

・
物
価
変
動
率　
２．５
％

・
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率　
２．８
％

・
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

調
整
率
、
０．３
％
。
前
年
度

ま
で
の
未
調
整
分
０．３
％
。

食
は
人
に
「
良
い
」
も
の

和
歌
山
県
連　

女
性
部
長　
坂
本
記
美
子

　
女
性
部
の
サ
ブ
テ
ー
マ

『
生
き
が
い
を
も
ち
、
魅

力
あ
る
支
部
活
動
を
進

め
、
会
員
の
増
強
・
組
織

の
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
』

の
も
と
活
動
を
し
て
い

る
。

⑴
新
入
会
員
の
勧
誘

　
組
織
部
・
女
性
部
を
中

心
と
し
て
、
１
年
を
第
１

期
～
第
４
期
に
分
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

⑵�

中
途
退
会
者
の
慰
留
及

び
防
止

　
「
数
は
力
な
り
」
を
合

い
言
葉
に
、
日
常
の
で
き

ご
と
を
伝
え
合
っ
て
会
員

の
心
の
交
流
を
促
す
「
一

筆
運
動
」
な
ど
を
行
い
、

新
聞
を
配
達
し
て
く
だ
さ

る
方
と
の
会
話
な
ど
で
、

心
が
な
ご
む
円
満
な
人
間

関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。

⑶
社
会
貢
献
活
動

　
「
地
域
・
会
員
相
互
の

繋
が
り
を
大
切
に
。
人
生

が
輝
く
健
康
寿
命
を
め
ざ

し
て
」
の
テ
ー
マ
で
、
人

生
１００
年
時
代
、
健
康
が
第

一
、
食
が
大
切
。「
食
」

を
分
解
す
る
と
、「
人
」

に
「
良
い
」
も
の
と
い
う

こ
と
で
、「
野
菜
は
健
康

寿
命
を
の
ば
す
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
活
動
。
野
菜
料

理
の
レ
シ
ピ
集
を
配
布
。�

親
子
料
理
教
室
・
夏
休
み

工
作
教
室
・
公
共
施
設
の

清
掃
な
ど
も
行
っ
て
い

る
。

　
１０
月
１６
日
の
和
歌
山
県

女
性
大
会
の
際
、
朝
、
庭

に
咲
い
て
い
た
と
、
あ
る

女
性
部
員
が
受
付
に
そ
っ

と
金
木
犀
の
花
を
置
い
て

く
れ
た
。
金
木
犀
は
小
さ

な
花
が
ま
と
ま
る
か
ら
こ

そ
存
在
感
を
発
揮
す
る
。

「
私
た
ち
退
公
連
も
こ
の

金
木
犀
の
花
の
よ
う
に

！
」
と
決
意
を
新
た
に
活

動
し
て
い
る
。

で
き
る
こ
と
を
で
き
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で

香
川
県
連　

前
女
性
部
長�

飯
原�

多
津

　
女
性
部
の
サ
ブ
テ
ー
マ

『
で
き
る
こ
と
を
で
き
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
活
動
を
継

続
し
よ
う
』
友
愛
活
動
・

子
ど
も
支
援
・
研
修
会
を

三
本
の
柱
と
し
て
支
部
毎

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

⑴
友
愛
活
動

　
友
愛
活
動
対
象
者
（
米

寿
以
上
４５０
名
）
に
年
賀
状

に
代
わ
る
ク
リ
ス
マ
ス
カ

ー
ド
を
手
渡
し
し
、
手
作

り
の
物
（
色
紙
・
マ
ス
ク

・干
支
の
羽
子
板
）で「
心

を
届
け
る
」
こ
と
を
実
践

し
て
い
る
。

⑵
子
ど
も
支
援

　
高
松
市
主
催
の
新
春
子

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
２
月
）
に
参
加
、
児
童

・
園
児
参
加
者
１５２
名
を
迎

え
楽
し
ん
だ
。「
や
っ
て

み
た
い
コ
ー
ナ
」
で
は
、

フ
ェ
ル
ト
こ
ま
・
折
り
紙

こ
ま
を
作
り
、
ス
ラ
イ
ム

は
お
気
に
入
り
の
形
に
。

「
久
し
振
り
に
子
ど
も
と

一
緒
に
活
動
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」「
来
年
も
ま
た

参
加
し
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

⑶
研
修
会

　
高
松
支
部
で
は
７
月
・

１１
月
・
１
月
の
３
回
研
修

会
を
行
っ
た
。

　
７
月
の
友
愛
活
動
作
品

作
り
で
は
、
書
家
の
会
員

さ
ん
か
ら
の
申
し
出
を
受

け
俳
句
短
冊
１２０
枚
を
い
た

だ
き
、
会
員
で
台
紙
を
手

作
り
し
た
。
女
性
部
等
で

高
齢
者
宅
を
訪
ね
手
渡
し

た
。
高
齢
会
員
の
笑
顔
が

活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

っ
た
。

　
退
公
連
で
は
、
多
く
の

人
々
と
の
交
流
の
中
で
、

助
け
合
い
、
学
び
あ
い
、

心
の
ふ
れ
合
い
が
生
ま

れ
、
人
と
人
が
つ
な
が
っ

て
い
く
。
今
後
と
も
、
退

公
連
の
活
動
を
だ
い
じ
に

し
て
い
き
た
い
。

令
和
４
年
度 

全
国
女
性
部
長
会
開
催

会
員
増
へ
の
積
極
的
な
活
動
と
　

　
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し
よ
う

令
和
５
年
度
の
年
金
増
額
改
定

実
践
事
例
発
表

要
と
す
る
時
期
が
必

ず
来
る
。そ
の
時
に
、

当
事
者
が
望
む
医
療

や
介
護
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
施
設
と
マ
ッ
チ
ン

グ
で
き
る
仕
組
み
を

組
織
の
中
に
創
り
た

い
。
心
身
の
機
能
が

低
下
し
て
、
活
動
に

参
加
で
き
な
く
な
っ

た
人
を
助
け
る
、
人

生
最
期
ま
で
助
け
合

う
仕
組
み
を
持
つ
日

公
連
で
あ
り
た
い
。」

と
語
り
、
役
員
の
方

々
と
相
談
し
て
早
速

仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
か
か
る
と
の
意
気

的
な
提
言
が
取
り

交
わ
さ
れ
た
会
合

は
、
組
織
の
将
来

に
希
望
を
持
た
せ

る
も
の
と
な
っ

た
。



浴室のヌメヌメ・カビの臭いも撃退！

エアコン清掃エアコン清掃

節電
省エネ

17,38017,380（税込）

円
（税込）

円

作業時間:約90分

お掃除
機能付

作業時間:約120分～180分作業時間:約90分8,9808,980（税込）

円
（税込）

円

【営業所】札幌・仙台・上野・池袋・新宿・杉並・立川・町田・千葉・柏・大宮
・横浜・川崎・藤沢・名古屋・梅田・天王寺・南大阪・京都・神戸・九州
※一部対応の出来ない地域がございます。詳しくはお問い合わせ下さい。

0120-789-345
【受付時間】9:00～ 20:00( 平日・土日祝 )

・エアコンカバー
・表面パネル
・内部アルミフィン

施
工
箇
所

●浴室表面全体・浴室壁・天井・扉
・蛇口・バスタブ・表面床・鏡

●バスタブ下・換気扇カバー・排水
　口表面・床・鏡

施
工
箇
所

日本退職公務員連盟会員限定サービス

通常価格通常価格
をを23,03023,030（税込）

円
（税込）

円

通常価格通常価格
をを9,9809,980（税込）

円
（税込）

円

21,00021,000（税込）

円
（税込）

円

作業時間

約2～3時間

分解
洗浄
分解
洗浄

蛇口フッ素コーティング

分をサービス！分をサービス！2,2002,200（税込）

円
（税込）

円

ずっと

キレイ！
ずっと

キレイ！

【本社】東京都渋谷区代々木2-13-4【東日本営業部】大阪市北区芝田1-10-8

浴室浴室
セ
ッ
ト

セ
ッ
ト
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○年金相談… 4月 5日㈬、２5日㈫
○心の悩み相談… 4月 ６日㈭、２5日㈫
　いずれも午後 １ 時～ ３ 時まで

０３−３８２２−１２１６

☎ やすらぎ電話やすらぎ電話

か
ず
ら
を
手
に
誰
も
が
熱
中

施
設
訪
問
時「
南
京
玉
す
だ
れ
」

会
員
の
広
場

気ままな一人旅（桜島）

前穂高岳、登頂

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

怪
我
負
ひ
し
老つ

妻ま

傍
に
し
て

初
め
て
の
作
る
味
噌
汁
卒
寿
の
手
習
ひ

熊
本
県
　
久
保
田
睦
雄

農
家
へ
の
褒
美
の
よ
う
に
届
き
く
る

温
き
陽
を
背
に
妻
と
草
引
く

京
都
府
　
中
川
文
和

カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
光
射
す
寒
月
の

の
こ
り
人
生
祝
う
が
如
し

千
葉
県
　
飯
髙
隆
夫

コ
ロ
ナ
禍
も
終
息
見
え
て
春
来
た
る

新
規
会
員
集
う
待
た
る
る

福
岡
県
　
吉
松
利
文

子
ら
去
り
て
野
に
残
さ
れ
し
雪
だ
る

ま�

岐
阜
県
　
石
田
喜
造

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

酔
っ
た
口
チ
ョ
ッ
ト
滑
っ
て
掘
る
墓

穴�

長
野
県
　
白
石
幸
男

楽
し
く
て
会
費
追
加
を
言
い
そ
び
れ

茨
城
県
　
小
林
道
利

明
々
と
朝
日
射
し
入
り
師
に
賜た

び
し

軸
の
「
舞
」
の
字
浮
き
出
し
て
見
ゆ

岐
阜
県
　
木
村
康
男

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

歩
き
初そ

む
孫こ

に
初
蝶
の
ま
え
う
し
ろ

茨
城
県
　
金
子
千
栄

数
値
よ
り
優
し
い
言
葉
と
聴
打
診

愛
知
県
　
小
松
原
幸
男

忙
し
さ
体
大
事
を
つ
い
忘
れ

香
川
県
　
瀬
川
孝
一

白
鳥
よ
プ
ー
チ
ン
に
言
え
停
戦
を

福
島
県
　
今
野
金
哉

卒
業
や
別
れ
の
匂
ひ
置
い
て
行
く

愛
知
県
　
大
見
え
り
子

初
旅
や
奈
良
駅
の
僧
へ
布
施
少
し

山
口
県
　
粟
屋
邦
夫

庭
越
し
に
箏
の
音
聞
こ
ゆ
春
の
朝

愛
知
県
　
安
井
俊
夫

心豊かに心豊かに

　
雪
国
の
春
、
雪
の
退

い
た
後
の
黒
っ
ぽ
い
大

地
に
顔
を

出
す
「
フ

キ
ノ
ト

ウ
」。
天

ぷ
ら
、
味
噌
和
え
や
甘

辛
く
煮
て
食
す
楽
し

み
。
そ
こ
に
旧
知
の
友

の
姿
が
あ
れ
ば
直
ち
に

一
献
。

　
程
よ
い
苦
み
が
春
の
訪

れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

最
高
の
一
品
。
今
年
も
出

会
う
こ
と
が
で
き
と
て
も

う
れ
し
く
思
う
ひ
と
時
。

　
今
、
本
県
で
も
会
員
数

の
減
少
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
要
望

と
し
て
届
け
る
声
が
弱
ま

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
あ
る

い
は
事
業
の
見
直
し
を

私
た
ち
に
迫
っ
て
い
る

気
が
し
ま
す
。

　
雪
や
寒
さ
に

耐
え
た
フ
キ
ノ

ト
ウ
は
じ
め
多

く
の
生
き
物
の
姿
に
本

会
の
姿
を
見
る
気
が
し

ま
す
。

　
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

「
春
の
一
献
」

栃
木
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
犬
塚
恒
士

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
阿
南
那
賀
支
部
の
会
員
は
２５８
名
、
徳
島
県
退
公
連
の
中
で
最
も
多
い
。
私
は
、
退
職
公
務
員
新
聞
か
ら
多

く
の
知
識
と
示
唆
を
い
た
だ
き
、
元
気
に
や
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
た
い
し
た
恩
返
し
は

で
き
な
い
が
、
さ
さ
や
か
な
い
き
い
き
支
部
活
動
を
報
告
す
る
。

徳
島
県
退
職
公
務
員
連
盟
阿
南
那
賀
支
部
長
　
前
川
一
路

いきいき退公連

徳島県連の巻

人
旅
で
す
。自
分
の
自
動
車
で
、

日
本
の
各
地
を
日
程
や
コ
ー
ス

を
決
め
ず
に
自
由
に
旅
す
る
こ

と
で
す
。
退
職
し
て
あ
る
程
度

の
身
辺
整
理
を
終
え
た
後
に
早

速
実
行
し
ま
し
た
。
何
度
も
全

国
各
地
を
旅
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
い
く
つ
か
の
仕
事
の
声

が
か
か
り
、
断
り
切
れ
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

自
身
も
何
か
し
な
く
て
は
申
し

訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

　
退
職
し
て
早
１８
年
余
経
ち
ま

し
た
。
現
役
の
こ
ろ
か
ら
、
充

実
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
送

ろ
う
と
い
ろ
い
ろ
思
い
を
馳
せ

て
い
ま
し
た
。
現
役
時
代
は
学

校
と
家
を
往
復
す
る
だ
け
の
日

常
が
多
か
っ
た
だ
け
に
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
し
た
い
と
い
う

思
い
で
退
職
の
日
を
待
ち
焦
が

れ
て
い
ま
し
た
。

　
退
職
し
た
ら
実
行
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
こ
と
の
一
つ
が
一

り
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ

た
恩
返
し
の
意
味
で
仕
事
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

退
公
連
の
役
員
を
引
き
受
け
た

の
も
こ
の
頃
で
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
役
を
引
き
受
け

な
が
ら
も
時
間
的
な
ゆ
と
り
が

あ
り
、
友
人
か
ら
誘
わ
れ
た
登

山
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。
最

初
は
身
近
な
山
（
白
山
、立
山
、

大
日
山
、
富
士
写
が
岳
、
丈
競

山
、
赤
兎
、
経
ヶ
岳
等
の
県
内

／
１０
）で
は
１６
名
が
参
加
。

延
期
三
度
目
で
の
実
施
。

か
ず
ら
を
手
に
し
て
誰
も

が
熱
中
。
あ
っ
と
い
う
間

の
２
時
間
、
参
加
者
の
手

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
慢
の

か
ご
。
こ
の
行
事
に
も
初

め
て
の
参
加
者
が
見
ら
れ

コ
マ
は
回
り
続
け
な
い
と
倒
れ
る

コ
マ
は
回
り
続
け
な
い
と
倒
れ
る

「
継
続
は
力
な
り
」
を
信
じ
て

「
継
続
は
力
な
り
」
を
信
じ
て

充
実
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

石
川
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長（
加
賀
支
部
長
）　
宮
川
　
博
和
　

た
。

　
さ
て
、
行
事
が
滑
ら
か

に
実
施
で
き
る
の
も
、
女

性
部
の
積
極
的
な
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
。

　
事
務
局
を
引
き
受
け
た

初
年
。
沢
山
の
総
会
資
料

を
持
参
す
る
と
、
待
っ
て

や
近
県
の
山
々
）
を
登
り
ま
し

た
。
そ
し
て
県
外
の
山
へ
と
広

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一
人
旅

で
見
た
幾
つ
か
の
山
も
登
り
た

い
と
思
い
実
行
し
ま
し
た
。
岩

手
山
（
岩
手
）、
開
聞
岳
（
鹿

児
島
）、
剣
岳
（
富
山
）、
大
山

（
鳥
取
）、
石
鎚
山
（
愛
媛
）

等
々
、
一
人
旅
で
見
て
感
動
し

た
山
々
で
し
た
。
そ
の
後
、
数

年
間
で
多
く
の
山
に
登
り
ま
し

た
。
鳥
海
山
、
穂
高
岳
、
槍
ヶ

岳
、
御
嶽
、
燕
岳
、
大
天
井
、

常
念
岳
、
白
馬
岳
、
八
ヶ
岳
、

北
岳
、間
ノ
岳
、農
鳥
岳
等
々
、

日
本
の
主
な
山
を
数
多
く
登
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
行
く
機

会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
す
が
、
現

在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
や
っ
て
い
る
地
元
町
内
会
に

あ
る
高
齢
者
の
た
め
の
サ
ー
ク

ル
の
運
営
全
般
の
お
世
話
や
退

公
連
の
役
員
等
、
時
間
が
許
す

か
ぎ
り
、
ま
た
体
力
・
気
力
が

続
く
限
り
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
で
自
分
の
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
し
て
、
今
ま
で
助
け

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、

お
返
し
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

か
ら
奴や

っ
こ

さ
ん
ま
で
１０
曲
。

凛
と
し
た
歌
と
三
味
線
の

世
界
に
引
き
込
ま
れ
た
。

　
一
日
研
修
旅
行
（
１１
／

１０
）
で
は
、２４
名
が
参
加
。

未
来
コ
ン
ビ
ニ
や
キ
ャ
ン

プ
パ
ー
キ
ン
グ
キ
ト
ウ
等

活
気
あ
る
取
り
組
み
の
木

頭
地
区
へ
。
い
つ
も
人
集

め
に
苦
労
す
る
が
、
興
味

関
心
が
あ
っ
た
の
か
、
な

ん
と
締
め
切
り
日
ま
で
に

定
員
を
超
え
て
し
ま
う
嬉

し
い
結
果
で
あ
っ
た
。

　
か
ず
ら
工
芸
教
室
（
９

　
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
目
、

行
事
を
中
止
す
る
と
い
う

連
絡
が
多
い
。
し
か
し
、

会
員
が
減
少
し
、
支
部
ご

と
退
会
し
だ
し
た
現
状
か

ら
、
何
と
か
で
き
る
こ
と

を
会
員
に
発
信
す
る
こ
と

の
必
要
を
感
じ
る
。

　
令
和
４
年
の
総
会
は
、

地
区
委
員
さ
ん
の
協
力
で

５５
名
の
参
加
で
開
催
。
後

の
講
演
会
は
、
日
頃
の
憂

さ
を
吹
き
飛
ば
せ
と
「
藍

三
味
線
の
キ
ラ
メ
キ
コ
ン

サ
ー
ト
」、ち
ゃ
っ
き
り
節

い
ま
し
た
と
ば
か
り
に
、

女
性
部
員
、
役
員
の
皆
さ

ん
が
、
て
き
ぱ
き
と
区
分

け
し
て
、
３６
地
区
全
員
の

準
備
が
で
き
た
。
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
心
強

さ
や
絆
を
感
じ
た
。

　
地
域
福
祉
活
動
は
、
支

部
女
性
部
が
活
躍
。「
み

な
づ
き
会
」
と
称
し
、
先

輩
か
ら
引
き
継
ぎ
２０
余
年

続
い
て
い
る
。「
笑
っ
て

生
き
た
い
あ
な
た
と
共

に
」
を
テ
ー
マ
に
、
南
京

玉
す
だ
れ
、
枕
太
鼓
等
の

演
題
で
施
設
を
訪
問
し
喜

か
り
と
対
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
　
適
正
な
年
金
の

給
付
水
準
を
確
保
さ
れ
た

い
」

　
諸
物
価
の
高
騰
は
止
ま

ら
ず
年
金
生
活
者
の
家
計

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
電

力
会
社
は
４
月
か
ら
料
金

の
値
上
げ
を
申
請
。
企
業

は
昨
年
か
ら
抑
え
て
い
た

産
品
に
対
す
る
価
格
転
嫁

を
始
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
日
公
連
で
は

３
月
３
日
松
本
剛
明
総
務

大
臣
を
訪
ね
、「
諸
物
価

高
騰
対
策
を
早
急
に
」
と

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　
物
価
高
騰
の

　
　
　
抑
制
策
早
急
に
!

��

総
務
大
臣
に
緊
急
要
望

「
諸
物
価
の
高
騰
が
国
民

の
生
活
を
大
き
く
圧
迫
し

て
い
る
今
　
国
民
・
企
業

等
国
全
体
に
対
し
　
し
っ

な
し
な
ど
温
か
さ
と
気
配

り
は
満
点
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
当
支
部
も

多
く
の
課
題
や
試
練
に
直

面
し
て
い
る
。
地
道
な
営

み
を
継
続
し
、
県
退
公
連

を
盛
り
立
て
て
行
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

ば
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
一

日
研
修
旅
行
や

料
理
教
室
で

は
、
参
加
者
へ

の
呼
び
か
け
、

当
日
の
お
も
て
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